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十
一
月
二
十
四
日(

日
）
、
「
倉
岳
町
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
が
倉
岳
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
市
民
が

来
場
し
た
。
倉
岳
町
の
歴
史
・
産
業
な

ど
を
見
直
す
こ
と
で
そ
の
良
さ
を
再

発
見
し
、
元
気
で
活
力
あ
る
「
わ
が
ふ

る
さ
と
倉
岳
町
」
を
創
る
を
目
的
に
倉

岳
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
倉
岳
地
区

文
化
協
会
が
共
同
で
開
催
。

午
前
９
時
半
か
ら
開
会
行
事
が
始

ま
り
、
倉
岳
小
学
校
３
・
４
年
生
に
よ

る
倉
岳
え
び
す
太
鼓
「
舞
え
び
す
」
の

演
奏
で
華
々
し
く
オ
ー
プ
ン
、
主
催
者

や
来
賓
の
挨
拶
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
表
彰
式
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

会
場
内
で
は
、
文
化
協
会
の
会
員
や

園
児
、
児
童
・
生
徒
、
福
祉
施
設
な
ど

の
文
化
作
品
展
や
子
供
た
ち
に
人
気

の

e

ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
た
。
一
方
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

午
前
中
に
幼
・
保
、
小
、
中
、
高
校
生
ら

の
マ
ー
チ
ン
グ
や
合
唱
、
ダ
ン
ス
が
発

表
さ
れ
た
。
午
後
の
部
で
は
、
文
化
協

会
員
ら
に
よ
る
舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
、
生

バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
詰

め
か
け
た
観
客
を
魅
了
し
た
。

ま
た
、
屋
外
の
バ
ザ
ー
会
場
で
は
、

倉
岳
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
。
カ
レ
ー
や
う

ど
ん
に
弁
当
、
総
菜
な
ど
が
出
店
さ
れ

た
中
、
棚
底
地
区
振
興
会
は
、
「
が
ね
あ

げ
」
を
販
売
、
今
年
も
大
好
評
で
行
列

が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
完
売
し
た
。

文
化
の
祭
典
「
倉
岳
町

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
観

客
を
魅
了
す
る
！

棚
底
地
区
振
興
会

会
長

稲
津

千
明

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

棚
底
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
え
り
ま
す
と
振
興
会

で
は
、
倉
岳
ウ
ォ
ー
ク
や
敬
老
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
始
め
計
画
し
て
い
た
事
業

は
予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
は
偏
に
振
興
会
の
役
員
や
地

域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
お
陰
と
深
く

感
謝
致
す
と
こ
ろ
で
す
。
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

の
造
成
工
事
が
三
月
末
ま
で
に
完
了
。
い

よ
い
よ
新
年
度
か
ら
は
、
令
和
八
年
度
の

供
用
開
始
に
向
け
て
倉
岳
支
所
と
併
設

し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
建
築
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
振
興
会
で

は
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
有
効
活
用
や

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
な
ど
に
つ
い
て
地

域
の
皆
様
や
関
係
者
の
皆
様
方
と
協

力
し
て
、
利
便
性
が
高
く
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
施
設
に
向
け
て
知
恵
を

頂
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸

多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
念
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
有
効

活
用
に
向
け
て
！

新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
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音楽劇、きつねのおきゃくさん＝倉小１～２年生

稲津会長
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今月の石垣散策トイレ掃除当番

体育部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

１月 ３日（金）二十歳のつどい

１月 ５日（日）天草市消防出初式

１月１３日（月）成人の日

２月 ９日（日）天草市長選挙

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
１
０
３
号

４月から取り組んできた、（仮称）史跡棚底城跡ガイ

ダンス施設及び倉岳支所の建築・展示の基本設計が

完了しました。１１月２１日に棚底地区コミュニティセン

ターで住民説明会を行い、３７名の方々にご参加いた

だきました。

約１，８００㎡の建物に、２つの広場をもった設計に

対し、多くのご質問や感想をいただきました。３月末ま

でに実施設計を完了し、令和７年度からの建設開始

を目指して今後も進めていきます。
（天草市文化課 宮崎）

～ガイダンス施設・支所の基本設計完了～

【ガイダンス施設建設地のようす（１２月上旬）】

師
走
の
倉
岳
路
を
走
る
「
倉
岳
え
び

す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
１
２
月
１
５
日

開
催
さ
れ
、
え
び
す
像
公
園
を
発
着
と

す
る
３
キ
ロ
と
１
０
キ
ロ
の
２
つ
の

コ
ー
ス
に
県
内
外
か
ら
７
１
４
名
が
参

加
、
宮
田
の
海
岸
線
を
疾
走
し
た
。

午
前
１
０
時
に
ス
タ
ー
ト
。
レ
ー
ス

中
は
、
雨
が
降
っ
た
り
晴
れ
た
り
の
肌

寒
い
天
気
だ
っ
た
が
、
振
興
会
で
は
、

１
０
キ
ロ
の
部
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

を
応
援
す
る
た
め
、
鶴
戸
市
議
の
駐
車

場
を
借
り
て
給
水
所
を
設
置
し
た
。

部
会
員
ら
２
５
名
が
接
待
に
当
た

り
、
飲
料
水
や
チ
ョ
コ
、
バ
ナ
ナ
な
ど

を
提
供
し
、
選
手
を
激
励
し
た
。
鎧
兜

姿
で
参
加
の
選
手
は
立
ち
止
ま
っ
て

「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」
と
気
合
を
入
れ
な
が

ら
沿
道
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

倉
岳
え
び
す
マ
ラ
ソ
ン

令
和
６
年
度
「
日
本
の
宝
島
“
天

草
”
づ
く
り
講
演
会
」
が
、
１
２
月
７

日(

土
）
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。
約
２
５
０
名
が
参
加
。

「
地
域
を
想
っ
て
」
の
行
動
が
地
域

を
衰
退
さ
せ
る
と
題
し
て(

株
）
こ
と

ど
ろ
田
鹿
倫
基
氏
が
講
演
さ
れ
、
振

興
会
か
ら
も
３
名
が
参
加
し
た
。

地
方
を
疲
弊
さ
せ
る
の
は
人
口
減

少
そ
の
も
の
よ
り
、
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
し
、
イ
ン
フ
ラ
が
衰
退
す
る

こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
統
計
学
的
視

点
か
ら
事
例
を
挙
げ
て
紹
介
さ
れ
た
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

１
２
月
１
３
日(

金
）
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
部
会

員
や
小
・
中
・
高
校
、
防
犯
協
会

か
ら
１
７
名
が
参
加
。
今
回
は
、
パ

ト
ロ
ー
ル
直
前
に
な
っ
て
雨
が
強

く
な
っ
て
き
た
の
で
、
車
に
分
乗

し
て
巡
回
し
ま
し
た
。

“
天
草
”
づ
く
り
講
演
会

コスチューム姿で沿道を沸かせる選手

巡回直前のようす


